
5A5A5A5A＿＿＿＿単単単単四四四四１１１１本本本本ののののチビチビチビチビ懐懐懐懐中電中電中電中電灯灯灯灯ををををボタンボタンボタンボタン電池電池電池電池でででで白色白色白色白色ＬＥＤＬＥＤＬＥＤＬＥＤ化化化化    

回路回路回路回路とととと使用電池使用電池使用電池使用電池とととと構造構造構造構造をををを考察考察考察考察        

白色白色白色白色ＬＥＤＬＥＤＬＥＤＬＥＤ用用用用のののの台座台座台座台座をををを作作作作るるるる    

主役は上の赤い懐中電灯です。 

単四電池１本使用で、ロータリースイッチで使いやす

かったが、 焦点がうまく合わず鍵穴を探すのに少し不

便だった。  

下の金属様のものは、現用の、ボタン電池と白色ＬＥ

Ｄを 組み合わせたキ－チェ－ン型の懐中電灯です。 

これは、スイッチを押し続けないと連続点灯せず、両

手が使えません。 この点が使いにくく、赤い方を白色

ＬＥＤ化して、主役を取替えようと考察です。  

定電流回路にして長時間使用を考察です。 

 

購入時の内部の構成は、１．２Ｖ０．３Ａの麦球と呼ばれる電球と単四電池です。  

白色ＬＥＤは３Φが丁度合い、台座をどうするかがポイントです。 

電池は、上のキー型で使われるＬＲ４１型電池より大きい、 ＬＲ４４型がうまい具合に使えそうです。 

回路を実験し、 定電流回路に、チップ型の２ＳＫ２０９を四個並列に使う事にして、 台座は２段にする為に、１

０．５Φと１２Φの基板を作ります。 

 

内側の１０．５Φの基板とＬＥＤ 

ＦＥＴを４個半田し、裏側にＬＥＤを取付けた 
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完成完成完成完成ですですですです    

 

おまけですおまけですおまけですおまけです    

 

完成したＬＥＤとＦＥＴの基板 

その右は以前の麦球 

 

１０．５Φの基板にＦＥＴを四個半田し、 裏側に、スリーブを通した白色ＬＥＤを取りつけます。 

１２Φの基板の中央に孔を開け２．６Φのビスとナットを取付けます。 これが電極となり電池の－側とつながりま

す。 

１０．５Φの基板から、＋側と－側の線を出し、１２Φの基板とつなぎます。 

１２Φの基板は、頭部の中に入らずに縁に載ります。 ここは＋側とつながりますので、メッキ線を使って、縁の

電極を作ります。 全長は、ＬＥＤが飛び出さないように考え、 ＬＥＤにストッパー用のリングをはめます。 

アルカリボタン電池ＬＲ４４を６個ブロックにします。９Ｖ

です。 

セロハンテ－プで固定しますが、巻きつけるとケース

に入りませんので、 長さ方向に、３面貼り着けます。 

ＬＥＤ部は、頭部にトランジスタの絶縁用の３Φ孔が開

いた樹脂をはめ、 セロハンテープで１０．５Φの基板と

固定します。  

電池を奥が＋側になる方向に入れ、ＬＥＤ部を入れた

頭部をねじ込みます。 スイッチを回して点灯すれば完

成です。  

単四電池と麦球は当分お休みです。 

さて、実用になるかのテストです。これは可変電源でのテストです。 

ＬＲ４４ｘ６は９Ｖです。 

９Ｖで１８．５ｍＡ、４．５Ｖで１６．９ｍＡ、３．５Ｖで１３ｍＡです。 

電流の比率は、１００％、９１％、７０％で、３．５Ｖまで使えそうです。 

計算値では、連続点灯時間は３．６時間ですが、これは電圧が１．２Ｖまでなので 最終電圧を０．６Ｖとするとも

う少し点灯時間は延びそうです。 

ＬＲ４１ｘ３のチビと主役が交代です。やれやれ完成です。 定電流回路もうまく動作しました。 

明るさは、１３０Ｌｕｘ（２５ｃｍ）でした。 

 

ＬＲ４１を３個もしくは４個使用した、左図の回路の様なキーチェーン型の

ライトは電流制限抵抗などはありません。 

電池の内部抵抗を使って電流制限をしていますので、電圧が下がると、

電流も減り、明るさも減ります。 

5A_2/2 


